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目

農

家

に

わ

け

る

米

の

販

壷

(二
・完
)

谷

口

吉

彦

毒

雛

譜

買鶴

家
謹

讃

、綴
縫

翻

販逮
嚢

以上前號
.

配

・

瞬

擬

ゆ

猴

隣

農
家
の
販
責
の
震

が
馨

的
で
あ
・
か
蕩

的
で
あ
・
か
、
卸
農

家
よ
り
進
ん
で
責
出
し
に
出
。
か
、
反

響

商
人
ま
た
締

買
人
よ
b
買
出
し
に
廻
・
か
経

意
を
琴

喬

題
で
あ
・
。
笙

無

期
に
よ
っ
て
、
農

繁

期

と
農

閑
期

に
よ
り
相
違

す

べ
く
、
第

二
に
米
償

の
上
昇

期
と
下
降
期

に
よ
り
相
違

す

べ
く

、
第

三

に
移

出
採

算

の
出
合

ひ

に
よ
り
異

る

べ
く
、
第

四

に
農
家

販
頁

の
急

追

せ
る
か
否

か

に
よ
り
異

る
で
あ
ら
う
。
け

れ
ど
も
ま

た
こ
れ
ら

の
事

情

の
如
何

に
拘
ら
す

、
各

ヨ
の
地

方

に
お

い
て

一
般

的

に
行

は

る

、
常
態

が
あ

り
、
或

は
少

く
と

も

こ
れ
ら

の
事
情

に
よ

っ
て
時

ヨ
は
鍵
動

し
な
が
ら

も
、
そ

の
間

に
支

配
的
な

る
常
態
と
認

め
ら

る
～
形
式

が
存

し
う

る
で
あ

ら
う
。

こ

～
で
は
之
を
問

題
と
す

る
。

い
ま
主
要
移

出
地

に
お
け

る
こ
の
常
態

起
つ
き
主

と
し

て
農

家

の
責

出

し
の
行

は

る

遍

方

と

、
商

人

の
買
出

し
を
主

と
す

る
地
方
と

、
両
者

の
ほ
ゴ
同

じ
程
度

に
行

は
れ

る

地
方

と

に
分

ち

て
調
査

す

る
と
き
は

、
第
六
表

の
如

き
結

果
が
得

ら
れ

る
。

曇

に
於
け
粟

の
販
萱

.

第

三
+
三
谷

四
二
七

第
三
號

一
=

r



農
家

に
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け
る
米

の
販
}貴

弟
三
十
三
管

四
二
八

第
三
號

一
一
二

柚第
六
圭
戯

曲長
家

の
販
曹
ハ船
脚度

府

・

縣

富 新 千 栃 茨 幅 山 秋 宮 岩 青

山 潟 葉 木 城 島 形 田 城 手 森

(
三
)

(
五
)

(
五
)

(
五
)

(
五
)

(
六
)

(
四
)

(
一
)

(
六
)

(
六
)

(
六
)

農
家

の
費

出

し
を

圭

と
す

る
地

方

幹

商

人

の
買
出

し
を
圭

と
す

る
地
方

管

一 一 一 一 三 四 五 一

両
者

の
ほ
穿

甥
等

に
行

は

る

工
地
方

府

縣

三 コ■ 五三五五

1-L.一 一 上 一一iii

大 熊 佐 香 山 岡 滋 煽 石
十
分 本 賀 川 口 山 賀 井 川

(
六
)

(
六
)

(
四
)

(
六
)

(
四
)

(
二
)

(
こ
(
七
)

(

一
)

計

(
八
九
)

百
分
比
(
[
○
○
)

農
家

の
責
出

し
を
圭
と
す

る
地
方

1二一 '1二
一一i

一

二
七

三
〇
・
三

商
人

の
買
出

し
を
圭
と
す

る
地
方

爾

者

の
ほ
虻

野
等

に
行
は

る

・
地
方

七 六 三 五
五
七

六
四
二

L⊥ ⊥_L三 二

五

六 五
一

皆
ζ
」
に
『
圭
と
す
る
』
と
は
、
そ
れ
が
六
〇
%
以
.上
を
占
む
る
場
合
で
あ
る
。

之

に
よ

り

て
見

る
時

は

、
各

店

縣

に
よ

り

て

ほ

∫
何

れ

が
支

配

的

な

る

か

ゴ
分

れ

る
。

例

へ
ば

農

家

責

出

し

の

優

勢

な

る

は

、
岩

手

、
宮

城

、
秋

田

で
あ

り

、
商

人

買

出

し

の
優

勢

な

る
は

、
山

形

、
輻

島

、
茨

城

、
新

潟

、
富

山

、

石

川

、
岡

山

、

熊

本

で
あ

り

、

爾

者

の

ほ

ゴ
同

機

に
行

は

る

～
は

、

千

葉

、
輻

井

、
山

口
等

で
あ

る
。
之

を

全

膿

と

し

て
見

る

と

き

は

、
商

人

の
買

出

し

を

圭

と

す

る
地

方

は

遙

か

に
多

敷

を
占

め

、
農

家

の
責

出

し
を

主

と

す

る
地

方

は

そ

の
宇

ば

に
も
達

し
な

い
。

然

ら

ば

問

題

は

、
両

者

の
何

れ
が

取

引

上
有

利

な

る

か

に
あ

る

。

一
般

的

に
言

ふ
時

は

、
農

家

の
頁

出

し

は
農

家

に
と

り

不

利

で
あ

り

、
商

人

に
と

b

有

利

で
あ

る
か

に
見

え

る

。
責

出

し

に
出

る
だ

け
農

家

の
態

度

を

弱

め

る



か
ら

で
あ

る
。
同
様

に
商

人

の
買
出

し
は
商
人

に
と
b
不

利

で
あ

る
が

、農

家

に
と
り
有
利

で
あ

る
か

に
見

え

る
。

か
く
し
て
雨
着

の
何

れ
が
有

利
な

る
か
は
、
何
れ

の
立
場

を
と

る
か

に
よ

っ
て
全

く
相

反

す

ろ
。

こ
れ
は
わ

れ
わ

れ
が
問
題

を
経
螢

的

に
見

る
場

合

に
常

に
見

る
所

で
あ

る
。
然

る

に
問

題
を
両
者

の
経
管

的
見
地

か
ら
離

れ
て

、

肚
會
経
済

上

よ
り
見

て
、
爾
者

の
何

れ
が
望

ま

し
き
状
態

で
あ

る
か
を
考
察

す
る
と

き
は
、
問

題

は
自

ら
異

っ
て

く

る
。
そ

れ
故

に
わ

れ
一

の
問
題

と
し

て
は
、
爾
者

の
何

れ
が
肚
會

経
濟

上
公

正
な

る
取
引
を
期
待

し
う

る
か

に
あ

る
。

こ
こ

に
公

正
な

る
取
引

と
は
、

そ

の
地

の
需
給
關
係

と
移
出
先

の
市
況

と
全
國

的
需
給

と
が

、
よ
く
雨

着

の
頁

買
條

件

こ
と

に
責
買
償

格

に
反

映

さ
る

㌧
取
引

を
意
味

す

る
。

農
家

の
費
出

し

は
、

一
面

に
取
引
上

の

溺
者

と
な

る
溺
昧

あ

る
と
共

に
,
柚
面

に
は
尉

の
意
味

の
市
況

に
遮

ぜ

し
め
る
。
烹

に
反

し
て
商

人

の
買
出

し
ぱ
、

一
面

に
農

家

の
強
味

と

な

る
と
共

に
、
他

面

に
は
農
家

を
市
場

か
ら
隔
離

し
て
、
取
引

上

の
無

能
力

た
ら

し
め

る

鮎

に
お

い
て
、
そ

れ
は
都
市

消
費
者

に
封

ず

る
水
責
商

の
御
用
聞
制
度

に
類
す

る
。
そ

れ
故

に
問

題

は
む

し
ろ
責

出

し

か
買
出

し
か
と

い
ふ
よ
り

は
、
爾
者

の
間

に
存
す

る
配
給
組
織

の
如

何

に
あ

る
。
例

へ
ば

別

に
論
ず

る
が
如

く
、
生
産
地

方

に
正
米
市
場

の
登
達

せ

る
場
合

に
は
、
專
ら
農
家

の
責

出

し

の
行

は

る

〉
に
拘

ら
す

、
そ

こ

に
は

公

正
な

る
取
引

を
期

待
す

る
こ
と
が
出

来

る
で
あ
ら
う

。
ま

た
販
責

組
合

、
農
業
倉
庫

に
よ

る
共

同
販
責

の
螢

達

せ

る
地

方

で
は
、
た
と

ひ
商

人

の
買
出

し
が
行
は
れ

た
と
し
て
も

、
そ

の
取
引

は
共
同
販

責

に
牽
制

せ
ら

れ
て
、

公

正
な

る
結

果
を
期

待
す

る

こ
と
が
出
来

る

で
あ
ら

う
。

六
、
販

費

の

決

濟

農
家

に
於
け
る
米
の
販
曹
ハ

第
三
十
三
巻

四
二
九

第
三
號

一
=
二



農
家
に
お
け
る
米
の
販
責

,

第
三
+
三
春

四
三
〇

第
三
號

コ

四

農
家

販
責

の
決
済

は

い
か

に
し
て
行

は

る

、
か
、
帥
ち

現
金
取
引

か
前

彿

か
後
彿

か
の
問
題
も
ま

た
、
農
家

の

販
責

に
關
撤

し

て
重
要

な

る
問

題

で
あ

る
。
大

規

模

の
地
主

は
姑
ら

く
別
と

し

て
、
普

通

の
自
作

お
よ
び
小
作

の

如

き

小
規
.模
生
産

者

に
あ

っ
て
は
、
そ

の
年

よ
の
運
用
資

金

の
枯
渇

す

る
た
め

に
、
現
金
ま

た
は
肥
料
等

の
商

品

を

も

つ
て
、
前

彿

の
形
式

に
お

い
て
商
人

よ
り
借

入

る

～
も
の
が
少

く
な

い
。
そ
れ
は
恰
も

小
規
模
手

工
.業

に
封

ず

る
問

屋
金
融

に
劃

慮

す

る
。
そ

の
限

り

で
は
前
彿
制
度

は

一
の
必
要

な

る
ま

た
は
少

く
と
も
避

く

べ
か
ら
ざ

る

金
融
制
度

で
あ

る
。
け

れ
ど

も

こ
の
種

の
金
融

制
度

は
、
そ

の
反
面

に
取

引
上

の
弊
害

を
件

ひ
易

く
、
問

屋
金
融

ま
た

ぱ
商

人
金
融

ぱ
、
多

く
の
場

禽

に
両
者
聞

の
商

品
取

引
を
公

正
な

ら
し
む
.る
こ
と
欧
劃
惟

で
あ

嶺
。

然

る
に
後

彿
制
度

は
恰

か
も

こ
れ
と

は
反
射

の
關
係

に
あ

る
か
ら

、
そ

れ
だ

け
で
は
問

屋
ま
た

は
商

人

の
金
融

力

を
取
引
上

に
振

ふ
こ
と
は

で
き

な

い
。
け
れ

ど
も

こ
れ

に
も

穂

麦
の

弊

害

を

伜

び

易

い
。
謂
ゆ

る

『
問

屋

の

シ
キ

リ

仕

切

』

に
類

す

る
商

人

の
不

正

は

、委

託

販

責

に
あ

ら

ざ

る
場

合

に
は
之

を

避

け
う

る
と

し

て
も

、『
問

屋

の
難

弗

』

コ
コヨ

サ

　

ラ

コド
り
し
ノ

しロコ
　

コ

　

ロド
　

に
灘

寸

ヌ
.も

⊂

〉
布

帽

れ

う

る
欝

地

は

こ

の
場

合

に
も

存

在

し

う

る

の

み

な
ら

す

、
後

彿

が
前

彿

と

共

に
行

は

る

、
場

合

、

即

ち

問

屋

ま

た

は
商

人

の
前

貸

を

う

け

、

そ

の
内

彿

と

し

て
商

品

を

随

時

に
提

供

し

、

す

べ

て

の
決

濟

を

後

の
時

期

ま

で
延
期

す

る
が

如

き

場

合

に

は

、
農

家

の
地

位

は
殆

ん

ど
商

人

の
金
融

力

に
隷

属

す

る

こ

と

～
な

り

、
商

品

取

引

の
公

正

の
如

き

は

殆

ん

ど
望

み
難

き
状

態

と

な

る
。

(註
)

(註
)

例

へ
ば
北
陸
地
方
に
は
今
日
な
ほ

『
貸
米
』
お
よ
び

『
青
田
費
』
の
行
は
れ
る
所
が
あ
る
。
『貸
米
』
と
は
現
品
を
商
人
に
引
渡
し
、
概
算

代
金
ま
た
は
手
附
金

「
割
を
受
取
り
、
或
は
全
く
手
附
金
を
も
受
取
ら
ず
、
三
ヶ
月
ま
た
は
六
ケ
月
・
長
き
は

一
ケ
年
後
に
お
い
て
・
時
償
に

て
饗

蓄

も
の
で
あ
る
。
『
青

墨

』
・
は
す
で
に
号

植
付
常
時
の
頃
よ
り

(
七
月
頃
最
も
多
し
)

+
月
ま
た
は
±

月
渡
し
の
米

に
つ
ピ

費

質
契
約
を

な
し
、
手
附
金

を
前
佛
ナ

る
も

の
で
あ
る
。
近

畿

・中
國
地
方

の
酒
米

の
産

地

に
も
ま
た
『
青

田
費
』

の
行
は
る

」
地
方

が
あ
る
。



現
金
取
引

は

い
つ

れ
の
鮎

よ
り
見

る
も
、
前

彿

お
よ
び
後

彿

に
比

し
、
取
引

の
公
正

を
期
待

し
う

る
こ
と
言

ふ

ま

で
も
な

い
。
從

っ
て
之
を
奨
働

す

る
こ
と

は
望
ま

し

い
。

け
れ
ど
も
軍

な

る
現
金
取
引

の
奨
働

だ
け

で
は
、
多

く
の
實

敷
を
期

待
し

え
な

い
で
あ
ら

う
。
蓋

し
彼
等

に
敏

く

る
所
は
、
現
金
取
引

の
意

思

で
は
な

く
し
て

、
そ

の

能
力

に
あ

る
か
ら

で
あ

る
。
從

っ
て
現
金
取
引

の
問

題

は
農
家

金
融

の
問
題

と
結
び

つ
く
。
農
業
金
融

の
問
題

は
、

必
ず

し
も

一
般

に
考

へ
ら

る

》
が
如

き
長
期
信
用

に
限
ら
な

い
。
地
主
金
融

と
は
別

に
、
小
規
模
生
産

者
と
し

て

の
自

作

お
よ
び

小
作

の
年

よ
の
金
融

こ
そ
、
最

も
重
要
な

る
農
家

金
融

の
問
題

で
は
な

い
か
、
最
近

に
至

っ
て
急

速

に
登
屈

し

つ
、
あ

る
産

業
組
合

ま
た

は
農

業
倉

庫

に
よ

る
金
融

.

お
よ
び
是
等

の
組
織

に
よ

る
共

同
販

責

の
組

織

は

、
恐
ら

く
こ
の
貼

に
關

す

る
將

來

の
方
向

を
暗
示

す
る
も

の
で
あ
ら

う
。

い
ま
主
要
移

出
地

に
お
け

る
農
家

販
責

の
決
済

方
法

に

つ
き
、
何

れ
の
方
法
が
最

も
多

く
現
實

に
行

は
れ

つ

～

あ

る

か
を
示

す
た

め
、
左

に
第
七
表

を

か

》
げ

る
。
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之

に
よ
れ
ば

一
〇

〇
%

の
現
金
取
引

を
な
す
地
方

(弘
前

二
旦
理

・土
崎

・
下

館
)

も
な

い
で
は
な

い
。
ま

た
前

佛



制

度

が
五
〇

%
以
上
を
占

め

る
地
方

(
黒
澤

尻

・若
松

・友

部

・土
浦

・
龍

ケ
崎

・
松
橋

・多
良

木
)
も
少
な

か
ら
ず
、

後

彿
制
度

が
五

〇
%
以
上
を
占

め

る
地
方

(吉

田

・直

江
津

・富
山

・
小
郡
)
も
稀

に
は
あ

る
。

か
く
の
如

く
地
方

に

よ

っ
て
各

≧
相
違

は
あ

る
が
、
府

縣

に
よ

っ
て
多

少

の

一
般
性

も
認

め
ら

れ
る
。
試

み
に
季
均

を
見

る
な
ら
ば

、

現
金
制
度

の
優
勢

な

る
は
、
青

森

・
宮
城

・秋

田
・
山
形

・千
葉

・石

川

・
幅
井

・香
川

(栃

木
佐
賀
を
除

き
)
で
あ

っ
て
、

こ
れ
ら

は
何

れ
も
全
図

李

均

の
⊥
八
五

%
以

上
を
占

め

る
。

前
沸

の
優
勢

な

る
は

岩
手

・幅

島
・
茨
城

・富

山

・
滋
賀

・

熊

本

。大

分

で
あ
り

李
均
傘

以
上

を
占

め

る
。
後

彿
は
新
潟

・富

山

・
滋
賀

。
山

口
に
優
勢

で
め

る
。

い
ま
假
り

に
全
國

的
李
均

を
見

る
な
ら
ば

、
現
金
六

五
%

に
射
し

、
前

挑

二
三
%
、
後

彿

一
二
%
と

な

る
。

こ

の
敷
宇

が
大

髄

の
航
熊

を
示
す

も
の
と

せ
ば

、
農
家

の
販
責

は
な
ほ

こ
の
力
面

に
多

く

の
問
題

が
残

さ

れ
て
み

る

と
言

は
ね
ば
な
ら

臆
。

七
、
移
出
地

へ
の
移
動

最
後

に
、
農
家

に
よ

っ
て
販
責

さ
れ
た

る
米

は

い
か
な

る
過
程

に
よ

っ
て
、
現
實

に
移

出
地

に
向

っ
て
移
動

し

て
ゆ
一

か
の
問
題

が
残

る
。
問
題

は
二

つ
あ

る
。

ぽ

如
何

な

る
種
類

の
運
途

機
關

に
よ

る
か
、
二
は
如

何
な

る

経
費

に
お

い
て
移
動
す

る
か
、
こ
れ

で
あ

る
。

第

一
に
、
農
家

よ
り
移
出
商
人

へ
の
搬

出

は
、
の
農
家

自
身

の
手

に
よ
る
か
、
ゴ

仲

買

人

・移
出
商

人
ま
た

は

　

く

そ

れ
ら

の
使

用
人

に
よ

る
か
、
信

専

門

の
搬

出
業

者

の
手

に
よ

る
か
の
何

れ
か

で
あ

る
。

、っ
に
よ
る
場

合
は
、
之

く

に
要
す
る
費
用
は
農
家
の
勢
賃
所
得
と
な
る
か
、
然
享

ば
販
責
償
格
に
含
ま
る
≧

ξ

な
る
・
ゴ
ま
た
は
コ

く

く

農
家
に
於
け
・
米

の
販
費

第
三
+
三
巻

四
=
一三

第
三
號

=

七



驚
〔家
に
於
け
る
来

の
販
膏
一

策
三
十
三
巻

四
三
四

第

三
號

一
一
八

に
あ

っ
て
は

,
農

家

の
手
取
金

は
搬

出
費

用
だ

け
減
損

さ

れ
る

で
あ

ら

う
。

三
者

の
う
ち

の
何
れ
が
現
實

に
行

は

る

～
か
は
、
第

一
に
そ

の
時
期

に
よ

っ
て
異

な
る
で
あ
ら
う
。

例

へ
ば
農

繁
期

と
農
閑
期

に
よ
り

て
農
家

自
身

の
搬
出

は
増
減
す

る
。
第

二
に
そ

の
地
方

の
事
情

に
よ

り
、
例

へ
ば
小
運
途

機

關

の
稜
達

せ
る
か
否

か
、
農
家

副
業

の
普

及

せ

る
か
否

か
、
農
家

販
責

の
軍
位

の
大
小
等

に
よ

っ
て
相
違
す

る

で
あ
ら

う
。
今

こ
の
地

方
的
相
違

を
見

る
た
め

に
、
主
要
移

出
地

に
於

け

る
搬

蹴

の
状
態

を
左

に
表
示

す

る
。
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フ
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ル

　
　

幽

幽
　

乏

に
よ

r
一
て
震

る
に

鐸

一
に
坦
力

に
よ

づ
て
は
カ

C

%
週
.上
ま

で
農
家

自
身

に
よ

っ
て
搬

出

さ
る

、
と
こ

ろ

(
日
詰

.
黒
澤
尻

.出

町
)
も
稀

に
あ

る
が
、
府

縣

と

し
て
は
七
五
%

の
岩

手
縣
を
例
外
と

し
、
大
部

分

は

二
〇
一

三

〇
%
を
占

め
、
全

禮
と

し
て
は

二
五
%
を
占

む

る
に
す
ぎ

な

い
。
第

二
に
産
地
仲
買
入

ま

た
は
移
出
商

人

(
ま

た

は
そ

の
傭
人
)

に
よ

っ
て

一
〇
〇

%
ま

で
搬

出
さ

る

～
地

方

(槻

木

・
土
崎

・富
山

・宮

地
)
も
稀

に
あ

る
が

、
府

縣

と

し
て
は
山

口
縣

の
七

八
%
を

例
外
と

し
大

部
分

は
二
〇
一

三
〇
%

で
あ

り
、
全
膿

に
お
い
て
は

二
九

%
を
占

め

三
者

の
中
位

に
居

る
。
最
後

に
専

門

の
搬
出
業

者

に
よ

っ
て

一
〇

〇
%
を
占

む

る
所

(
五
戸

ひ
大
曲

・山

形

・九

岡

・

農
斧

於
け
・
米

の
販
責

第
三
+
三
春

四
一=
五

第
三
號

=

九



農
家
に
於
け
る
米
の
販
責

第
三
十
三
巻

四
三
六

第
三
號

=

一〇

甲
賀

.
松

橋

)
も

あ

る
が

、
山

口

縣

の

一

一
%

を

例

外

と

し

て
普

通

は

五

〇

%

内

外

を
占

め

、
全

膿

と

し

て
は

四
六

%

に
達

す

る
。
か

く
し
て
わ
れ
一

は
大
禮

に
お

い
て
四
五
%
内
外

は
専
門

業
者

に
よ

り

て
搬
出

せ
ら

れ
、
獲

鯨

の
五
五
%

の
う
ち

そ

の
約
宇
分

づ

〉
が

、
農
家

と
商

人

に
よ

っ
て
搬
出

さ
れ

つ
、
あ

る
こ
と
を
知

る
。

農
家

か
ら
移
出
地

へ
の
物
的
移

動

に
關
す

る
第

二
の
問
題

は
、

こ
れ

に
要

す

る
費

用

で
あ

る
。
農
家

の
自
家

搬

出

に
よ

る
場
合

は
、

こ

の
費
用

は
農
家

の
労
賃

所
得
と

な

る
か
叉

は
慣
格

に
含
ま

る

》
か
ら
、
農
家

に
と

っ
て
は

そ
の
大

小

は
さ
し
た

る
問
題

で
は
な

い
。
然

る
に
商

人
ま

た
は
専

門
業
者

に
よ

っ
て
搬

出

さ

る
～
場
合

は
、

こ

の

運
賃

は
そ

札
だ

け
農
家

の
減
損

と
な

る
か
ら

、
そ

の
大

小
は
直
ち

に
農

家
縄

濟

に
影
響

す

る
。
け

れ
ど
も

こ
の
場

合

に
も
移
出
商
人

の
経
螢
的

立
場

に
お

い
て
は
、
そ

れ
は
さ
し
た

る
問
題

と

は
な
り
え

な

い
で
あ
ら

う
。
た

ゴ
之

を
肚
會

縄
濟

上

の
問

題
と

し
て
見

る
時

は
、

か
く
の
如

き
運
搬

費
用

は
な

る

べ
く
少

く
し

て
、
生
産

者
償

格
と
消

費

者
償

格

の
な

る

べ
く
接
近
す

る
こ
と
が
望
ま

し

い
。

こ

の
種

の
運
逡
費

用

は
主
と

し

て
農
家

か
ら
移
出

地

へ
の
距
離

に
比
例

す

べ
く
、
ま

た
そ

の
地

方

に
お
け

る

一

般
勢

賃

ま
た
は
運
賃

に
左
右

さ

れ

る
で
あ

ら
う
。
何

れ

に
せ
よ
、
そ

の
地

方

の
特
殊
事
情

に
よ
る
と

こ
ろ
大

な

る

も

の
で
は
あ

る
が

、
併

し
ま

た
そ

の
間

に
何
等

か

の

一
般
性

を
求
む

る
こ
と

は
不

可
能

で
あ
ら

う
か

p

い
ま
主

、
要
移

出
地

に
お
け

る
搬
出
費

用
を

、
府

縣

ご
と

に
総

括
し
て
表

示

す
れ
ば

第
九
表

の
如

く
な

る
。

各
店

縣
内

に
お
け

る
相
違

は
、

こ
の
表

に
は
示

さ
れ

て
み
な

い
が

、
各
地

に
よ

っ
て
相
違

あ

る
こ
と
言

ふ
ま

で

も
な

い
。
府
縣

別

の
最

高

に
つ

い
て
見

る
時

は
、
栃

木
縣

の

一
五
銭

か
ら

秋

田
・
山
形

二
幅
井

縣

の
五
〇
銭

ま

で

に

わ
た
り

、

二
〇
一

三
〇
銭
を
最
多
と

し
、
全
国

牟

均

二
九

・
三
銭

と
な

る
。
之

に

濁

し

て

縣
別

の
最
低

は

.
富

山



第
九
表

府

農
家
よ
り
移
出
地

へ
の
搬
出
費
用

(
一
儀
、
鍍
翠
位
)
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大 熊 佐 香 山 岡 滋 輻 石

均 分 本 賀 川 口 山 賀 井 川

四

〇

・
〇

五

〇

・
〇

二

〇

・
○

二

〇

・
○

二

〇

・
○
.

一
δ

●
軌

、

二

⊇

)
…

二

(

、
(
一

四

〇

・
〇

三

五

・
○

二
九

・
三

三 二.七 四 三 二 三 四 五

〇 〇 〇()00000

三

・
五

00==.八 七 八 九 八 三

八00五 八 五 三 八 二

一
〇

・
二

最
高
、
最
低
と
は
そ
の
縣
籔
ケ
折
中
の
最
高
最
低

、
平
均
と
は
各
地

に
お
け
る
平
均

の
縣
内
平
均
で
あ
る
。

縣

の

一
銭

よ
り
佐
賀
縣

の
七
銭
ま

で
の

間

に
あ

っ
て
、
三
-

五
銭

を

最

多
と

し
、
全
図
孕

均
三

・
五
銭

と

な

る
。

最
後

に
縣
内
李

均
は
山

口
縣

の
七
・
八
銭

よ

り
石
川

縣

の

一
三

・
二
銭

に
わ
た
り
、
八
i

一
二
銭

を
普
通

と

し
全
図

準

均

一
〇
・
二
銭

を
示

す
。
之

に
よ

っ
て
全
國

的

に
概

言

せ
ば
、
撮
高
約

三
〇
銭

よ
り
最
低
約

三
銭

に
お
よ

び
、
平

均

に
お

い
て

一
〇
銭
内

外

で
あ

る
と
言

ふ
こ
と

が
出
來

る
。
帥

ち

一
石
當

り
李
均

二
五
銭

の
搬
出
費
用

を
要

す

る

こ
と

》
な

り
、
米
慣

一
石

二
十
五
圓

の
場
合

に
は
そ

の
約

一
%

に
相
當

す

る
。

こ
の
種

の
運

送
費
用

は
、
大
膿

に
お
い
て
米

償

の
憂
動

に
件

っ
て
憂
動

ず

る
も

の
で
は
な

い
。
從

っ
て
絶
掲
額

農
家
に
於
け
る
米
の
販
責

第
三
十
三
巻

四
三
七

第
三
號

=
二
.



漿

に
於
。
粟

の
販
費

第
三
+
三
巻

四
三
八

第
=一號

=
三

の
ほ
ゴ

歪

せ
・
蓬

農
用
は
、
養

の
山、固
き
時
は
相
認

に
筆

と
な
り
、
米
慣
の
低
き
時
繕

劉
的
に
興

す

る
。
例

へ
ば

右

の

一
石
當

り

二
十

五
銭

の
農
家
搬
出
費

は
、
米
償

二
心
二
十

五
圓

の
時

は
、
そ

の

一
%
を
占

め

る
が
、
米
債

一
石
五
+
圓

に
騰
貴
す
・
な
ら
ば
、
そ
れ
は
禦

に
○
・五
%
を

占
む
・
に

響

な
い
・
ξ

し
現

筥

は
、
.、
の
場
倉

多
少
の
饗

騰
貴
は
免
れ
得
な
い
で
あ
ら
　
。
ξ

そ
れ
粟

舞

動
の
程
度
と
必
ず
し

も
比

例

せ
す

、
ま

た
攣
動

の
頻
度

に
お

い
て
爾
者

は
全

く
比
較

す

べ
く
も
な

い
。
從

っ
て
米
償

騰
貴

の
場
合

に

お

け

る
運
賃

の
低
率

と
、
そ

の
低

落

の
場

倉

存

・
運
賃

の
高
率

と

は
、
常

・
現
は

ξ

事
實

で
あ

る
と
言

は
ね

ば

な

ら

ぬ
。

八

、

結

論

塊
集
組
織
の
出
轄

と
し
て
の
蒙

の
販
喜

つ
き
、
以
上
警

に
わ
た
っ
て
強

し
え
た
所
を
要
約
す
る
・

↑
農
家
の
飯
事

羅

的
に
も
歴
史
的
に
も
綾

的
初
期
に
と
・
形
整

、
鑑

賀

人
を
介
尊

し
め
て
移

出
商
人
に
連
絡
す
・
も
の
で
あ
・
。
わ
が
國
の
規
整

お
い
て
は
、
産
地
仲
買
人
は
地
方
に
よ
っ
て
全
く
存
在
せ

ざ
る
か
ま

た
は
微
躬

な

る
所

も
あ

る
が

、
大
膣

に
お

い
て
は
な

ほ
重
要
な

る
地

位
を
占

め

、
全
髄

と
し
て
四

〇
%

内
外
は
な
ほ
買
仲
人
最

費
さ
れ
つ
・
あ
・
.
之
に
謝
し
て
そ
の
蚤

の
極
に
あ
農

家
の
土
ハ同
販
責
は
・
地
方

に
よ
っ
て
は
八
。
%
に
達
す
・
所
も
あ
・
が
、
他
方
に
は
殆
ん
ど
宇

行
は
れ
ぎ

所
も
あ
り
、
魯

と
し
て
は

二
五
%
を
占
め
て
最
も
劣
警

あ
・
。
薯

の
中
間
に
あ
・
の
は
移
嵩

人

へ
の
直
叢

責

で
あ

っ
て
・
三
五
%

内

外
を
占

め
る
。



　に

ご

～
に
興
味

あ

る
事

實

は
、
地

方
的

に
共

同
販
責

の
優
勢

な

る
地

方
は
仲
買
人

は
劣
勢

で
あ

り
、
仲
買
人

の

優
勢

な

る
地

方
は
共
同
販
責

は
劣
勢

で
あ

る
。
今

も
し

こ
の
横

の
地
方
的
關
係

が
、
そ
の
ま

㌧
縦

の
歴
史
.的
螢
展

に
適

用
さ

る

、
と

せ
ば

、
共

同
飯

責

の
優
勢

と
な

る
に
從

っ
て
仲

買
人

は
次
第

に
衰

退
す

る
で
あ
ら

う
。
事
實

に

お
い
て
、
最

近

に
至

っ
て
急

速

に
進

展

し
づ

》
あ

る
産

業

組
合
ま

た

は
農
業
倉
庫

に
よ

る
共
同
販
責

の
曇
展
は

、

い
た
る
所

に
産
地
仲
買
人
排
除
の
傾
向
を
著
し
垂

は
し
て
み
る
。
果
し
て
然
ら
ば
、
農
家
販
責
の
重
心
が
産
地

仲

買
人

か
ら
共
同
販
貰

へ
と
次
第

に
攣
遷

し

て
ゆ
く
傾

向

に
あ
・る

も
の
で
は
な

か
ら
う
か
。

望

露

出
地
に
お
け
・
馨

鍵

家
の

…
・
年
販
罷

力
は
・
地
方
に
よ
り
甚
ぢ

く
相
違
す
る
が
・
寓

し
。
し

ヅ、
は
小
作

二
十
五
懐
内
外

.
自

作
六
十
俵
内

外
、
地

生
,二
百

俵
内

外

の
敷
宇

が
出

て

み
る
。
之

に
劃

し

て

一

回

の
販
責

敷
畳

は
、
十
俵
内

外
を
最
多

(四

二
・
九
%
)

と

し
四
、

五
俵

を
次
位

(
三

一
・
二
%
)

と

す

る
か
ら

、

之

か
ら
見

て
大
膿

に
お

い
て
農

家

は

一
ヶ
年

の
販
責

を

四
、
五
回

以
上

に
分
割

し

て
販
費

し

つ
～
あ

る
こ
と
が
認

溜

れ
る
。

個

け
れ
ど

も
之

を

も

つ
て
今

日
の

農
家

が

一
般

に

李
均
責

を

な
し

つ
～
あ

る
も
の
と

認

め
る
こ
と
は
出

来

な

い
。
含

の
現
状
で
は
圭
と
し
て

蒔

責

の
行
は
れ
つ
島

る
地
方
四
六
に
謝
し
、
圭
と
し
皐

均
責
を
な
し
つ

㌧
あ

る
地

方

は

二
六

に
過
ぎ
な

い
。

た
～
今

日
の
動
向
と

し

て
は

一
時
寳

の
増
加

す

る
地

方

】
四

に
謝

し
て
、
李

均
責

の
増
加

す

る
地

方
は
四
九

を
示

し

て
明
ら

か

に
優
勢

で
あ

る
。
併

し
乍

ら
経
管
形
態

か
ら
見

る
と
き
は

一
般

に
地
主

の
季
均
責

と
自
作

.
小
作

の

】
時
責

が
行

は

れ
て
る

る
。
自

作

・
小
作

に
あ

っ
て
は
、
李
均
責

の
有

利
な

る

こ
と
を

認

め
る
も

、
之

を
な
し

う

る
だ
け

の
金
融
力

を
看

た

兎
か
ら

で
あ

ら
う
。

農
家

に
於
け
粟

の
販
責

第
三
+
三
巻

四
=
一九

第
三
號

…

=



震
害

於
げ
粟

の
販
資

第
三
+
三
春

四
四
。

第
三
號

三

四

　伍
取
引

の
建
値

は
商

業
上

の
理
想

か
ら

は
生
産

者

か
ら
消
費
者

ま

で
縦

に
統

一
さ
る

～
を
可
と
し

、
少

く
と
も

農
家

の
販
責

建
値

は
移

出
先

の
正
米
市

場
と

一
致

す

る
を
可
と

す
る
。
然

る
に
實
際

に
は
俵
建

に
よ

る
も

の
五
〇

%
以
上
を
占

め
、
石
建

に
よ

る
も
の
三
三

%
、

一
尉
建

一
四
%

、
そ
の
他

籾
十
貫

一
俵
建

に
よ
る
も
の
さ

へ
あ

る
。

こ
の
種

の
建
値

は
都
市

正
米
市
場

と

は
勿
論

.
予

研
建

の
白
米

小
責

市
場

に
謝

し

て
は
、
殆

ん
ど
明
ら

か
な

る
連

絡

を
絶

た
れ

て
み

る
。

　休
農
家

よ
b
責
出

し

に
出

る
か
商

人

よ
り
買
出

し

に
廻

る
か
は

、
時

の
事
情

と
所

の
慣

習

に
よ
b

て
餐

相
違

す

る
け
れ
ど
も

、

一
般

的

に
は
商
人

の
買

出

し
セ
.士
⊥
と

す

る
地

方
六

四
%

に
樹

し

て
、
農
家

の
膏

出

し
セ
生

と

す

る
地

方
は
三
〇

%

に
す
ぎ
な

い
。
爾
者

の
何

れ
が
公

正
な

る
取
引

を
期
待

し
う

る
か
は
、
必

ず
し
も
断

定
的

に
は

　.口
壕

い
。
問

題

は
む
し

ろ
そ
れ
・
-
も

配
給
組
織

の
如

何

に
あ

っ
て
、
共

同
販
責

の
蓬

す

・
時

ま
た
笙

産

地

市
場

の
成

立
す

る
時

は

,
爾
者

の
何

れ
が
行

は

る

～
に
拘
ら

ず

、
取
引

は
比
較

的

に
公

正
を
期

待

し
う

る
で
あ

ら
D

。

叱
農
家
の
販
責
が
現
金
取
引
で
あ
・
か
、魏

ま
た
は
後
彿
の
何
れ
か
に
よ
る
か
は
、問
屋
ま
た
は
商
人
の
金
融

力

を
商

品
取
引

の
上

に
反
映

せ
し
む

る
か
否

か

の
鮎

か
ら
見

て
重
要

で
あ

る
。
地

方

に
よ
り
府

縣

に
よ

っ
て
相
違

は
あ

る
が

、
全
艦

と

し
て

は
現
金

取
引
は
最

も
優
勢

で
あ

っ
て
六
五
%
を
占

め

る
。
け

れ
ど
も
前
彿

に
よ

る
も

の

≡

二
%
、
後

綿

に
よ

る
も

の

一
二
%
を
占

め
雨
着

を
合

し
て
三

五
%
ま

で
は
尚

ほ
問
屋

ま
た
は
商

人

の
金
融

力

の

下

に
あ

っ
て
、
そ

こ

で
は
必
ず

し
も
公
正
な

る
販
責

を
期
待
す

る
こ
と

は
出

來
な

い
。

こ

、
に
地

主
金
融

と

は
別

に
農
家

金
融

の
問

題
が
残

さ
れ

て
み

る
。



　

ち

八
最
後

に
農
家

か
ら
移
出
地

へ
の
物
的
移

動
は

、
今

日
す

で

に
そ

の
四
五

%
以
上

は
専
門

業
者

の
手

に
移

り
濃

く

家

自
身

の
手

に
よ

っ
て
搬
出

さ

る
～
も

の
は
僅

か

に
二
五
%

、
商

人

の
手

に
よ

る
も
の
約
三
〇
%

で
あ

る
。
搬
出

に
要

す

る
費

用

は

、

一
儀
最
高

三
十

銭
最
低

三
銭

五
厘
、
季
均

に

お
い
て
約
十
銭

、

一
石

二
十

五
銭

に
當

り

、
米

慣

二
十

五
圓

の
場

合

に
は
そ

の
約

一
%

を
要
す

る
こ
と

〉
な

る
。
交
通
機

關

の
登
達

が

次
第

に
農

村

に
ま

で
浸
潤

し
、

こ
と

に
最

近

に
至

っ
て
自

動
車

運
邊

業

の
急
速

に
進
展

す

る
結
果
と

し

て
、

こ
の
運
搬
が

次
第

に
専

門
業
者

の
手

に
移

る
べ
き
傾
向

は

、
今

後

も
ま
す
く

顕

著
と

な

る
で
あ
ら
う

し
、
そ

れ
だ
け
農

家

の
労
賃

所
得
は
削

減

さ

れ

る
結

果

と

な

る

で
あ

ら

う

。

以

上

.
膜

炎

の
販

斑

に
聞

す

る
諸

問

題

に

つ

い
て
、

そ

の
現
状

を
朋

ら

か

に
す

る
と

共

に
、

勢

の
勤

両

御

も
着

過

せ
ざ

ら

ん

こ
と

を

努

め

て

き

た

。
併

し
乍

ら

か

、
る

現
状

ま

た

は

動
向

に
謝

し

て

、

い

か
な

る
政

策

を
と

り
劉

策

を

立

て

る

べ
き

か

の
問

題

は

、

こ

の
小

論

の
範

園

外

に
属

す

る
。

こ

、
で

は

た

∫

か

》
る
政

策

論

の
前

提

と

な

り
基

礎

と

な

る

べ
き

諸

問

題

を

取

扱

つ
た

に
過

ぎ

な

い
。

(完
)

附
記

こ
の
小
論
の
資
料
を
提
供
せ
ら
れ
た
る
關
係
府
縣
の
穀
物
検
査
所
、
同
支
所
、
同
出
張
所
等
に
封
し
て
重
ね
て
感
謝
の
意
を
表
す
る
。
同

時
に
下
記
の
三
ケ
所
の
報
告
は
時
日
上
塗
に
こ
の
研
究
に
包
含
し
得
な
か
っ
た
こ
と
を
遺
憾
と
し
深
く
謝
す
る
次
第
で
あ
る
。
宮
城
縣
穀
物
櫨

査
所
石
巻
派
出
所
、
大
分
縣
穀
物
検
査
所
竹
田
支
所
、
青
森
縣
農
産
物
樵
査
所
。

農
家

に
於
け
る
米
め
販
資

第
三
十
三
巻

四
四

一

第
三
號

=

一五


